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概要 

Abstract 

気候変動、感染症、経済格差、人口移動、社会的分断などの複合

的な危機（ポリクライシス）が進行するなか、SDGs は国際社会共通の

目標として重要な役割を果たしてきた一方で、その達成の停滞や実

効性への疑問も指摘されている。とりわけ、気候変動対策や社会政

策をめぐる対立、偽情報や偏見の拡散、国際協調の後退などは、持

続可能な社会の実現を困難にしている。 

本講義では、SDGs とグローバルヘルスの関係を捉え直し、その成

果と限界、近年提起されている主要な批判について概観する。その

上で、社会的連帯経済（Social and Solidarity Economy: SSE）をはじ

めとするオルタナティブ・エコノミーの考え方や国内外の実践事例を

紹介し、健康とウェルビーイングを支える新たな地域づくりの可能

性を考察する。さらに、偏見やデマに対して単なる反論ではなく、信

頼関係や協働の基盤そのものを育む「反うわさ戦略」を取り上げ、気

候変動をはじめとする共通課題を契機として、分断を連帯へと「反

転」させるアプローチについて考える。 
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